
 

 

 

 

 

 

６月１日全校朝会「いのち」のはなし～やなせたかしさんの思い～ 

令和５年６月１日いのちを見つめる日の校長講話

は、漫画家のやなせたかしさんが作詞をされた「手の

ひらを太陽に」の歌詞を題材に次のような話をしま

した。 

『日本中のみんなが知っている正義の味方アンパ

ンマンの作者やなせたかしさんは、こんな歌も作っ

ています。（そのあと「手のひらを太陽に」の曲をみ

んなで聴きました。）若いころのやなせさんは、中国

との戦争に出兵されています。無事日本に戻れたの

はよかったのですが、仕事がなかなかうまくいかず、

つらく厳しい毎日を過ごしていました。ある夜、仕事

場で懐中電灯を手にかざしてアイディアを考えてい

ました。その時、手のひらを元気に流れる血液の流れ

（透けて見えた）を見て、今こんなに苦しく悩んでい

ることも生きているから出来ること。「生きているっ

てすばらしい」と気づかれたそうです。その時のやな

せさんの思いを歌にしたのが「手のひらを太陽に」で

す。…』 

 そのあと１番の歌詞をゆっくり読み上げ、やなせさ

んの「生きているってすばらしい」という思いを全校

のみんなで共有しました。 

最後は、いのちについて校長からの３つのお願いを

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

白南風小学校

の子どもたちが

これからも、い

のちについてよ

く考え、心優し

い子どもに成長

することを願っ

ています。 

やさしさいっぱいの子 やる気いっぱいの子 元気いっぱいの子 

令和５年６月５日号 

校長 三代 直正 

 

 



「いのち」のはなしの感想 
 全校朝会の後５・６年生にいのちの話についての感想を書いてもらいました。 
○命がなければ、うれしいも悲しいも苦しいも感じることができない。命がなければ何
もできないということが心に残りました。これからは「いのち」を今よりもっと大切
にしようと思いました。 

○私たちが生きているのは、すごいことなんだと思いました。 
○お母さんが生んでくれたから、私たちが生きています。命があることに感謝しないと
いけないんだなと思いました。 

○今までは、いやなことがあったらネガティブになっていたけど、これからはもっと命
を大事にしていきたいです。 

○命があるからこそ、泣いたり笑ったりできている。生きていて本当によかった。 
○生物には命は一つしかないので、命は自分の中の一番の宝物だと思いました。 
○歌にもあったように生きているから「楽しい」「うれしい」「悲しい」などを感じるこ
とができるんだなと思いました。自分の命、みん
なの命を大事にしていきます。 

○やなせさんは、実際戦争に行ったから命に関す
る歌を作ったのだと思います。僕たちは戦争に
行かなくても命の大切さが分かるようになって
いきたいです。 
５・６年生の皆さんが、「いのち」について一生

懸命考えてくれたことが伝わってくる感想でした。 

「心のアンケート」 
子供たちの不安や悩みを取り除き楽しい学校生

活を送れるように支援するため「心のアンケート」

を実施しました。学校は、楽しいところでなければ

いけません。悩んでいる子がいたら、少しでも早く

笑顔をとりもどしたい。そんな思いをもって取り組

んでいます。アンケートの後は児童との個人面談も

実施します。 

 梅雨の晴れ間に！  

 スポーツテストのソフトボ

ール投げを 6/1、プール掃除

を 6/2 に実施することができ

ました。 

どちらも体育主任が計画す

る行事です。 

梅雨の晴れ間を白南風小学校に呼び込むパワー。体育主任「もっています！」 

読書冊数 一人１００冊をめざして 

  ４・５月に子供たちはたくさん本を読みました。２か月の読書冊数を紹介します。 

１年生： ８７０冊 ２年生：１１３１冊 ３年生：９４９冊 

４年生：１００１冊 ５年生： ８４８冊 ６年生：６６３冊 

     計 ５４６２冊  目標の２７２００冊まで あと２１７３８冊です。 

 ちなみに現在一人当たり５４６２÷２７２≒２０．２冊読んでいる計算になります。 

これからもいろんな本を読んで自分の世界をさらに広げてほしいです。 


